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令和３年度 第１回福井市障がい者自立支援協議会(全体会)議事について 

 
【書面議決結果】 

 
                                      

令和３年度 第１回福井市障がい者自立支援協議会(全体会)議事について、審

議の結果、下記のとおりとなります。 

 

記 

 

１ 書面表決書配布数：１５ 

２ 書面表決書提出数：１５ 

 

３ (1)福井市障がい者自立支援協議会設置要綱の改正について 

～相談ミーティングの設置～  

・賛成１２票 ・反対１票 ・会長一任２票 

 

(2)各専門部会・連絡会の取組について 

・賛成１５票 ・反対０票 ・会長一任０票 

 

(3)相談支援事業所の評価について 

・賛成１３票 ・反対０票 ・会長一任２票 

 

 

 以上の結果、設置要綱第３条第５項に基づき、３つの議案につきまして可決と

します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ】 

福井市役所 障がい福祉課 

℡:(0776)20-5435  

FAX:(0776)20-5407  

MAIL:sfukusi@city.fukui.lg.jp 
 



 

ご意見・ご質問等について 
 

（１）福井市障がい者自立支援協議会設置要綱の改正について  

～相談ミーティングの設置～ 
 

   〇設置の位置付けが不明瞭で、運営会議と性質がかぶっていると考える。参加者 

の課題感や運営していこうという前向きな姿勢が感じられず、同じ内容を何か月 

もやっている。市役所任せにせず、自分たちで解決案を提示するなどのアクショ 

ン、協働する姿勢が必要。 

   〇運営会議でも意見が出ていましたが、やりながら検討していけばよいのではと思 

います。 

   ⇒要綱の中で、相談ミーティングの目的を明確にしています。 

 

（２）各専門部会・連絡会の取組について 
 

〇同じ内容の取り組みを総合的に見て調整する機関（本来は運営会議）が、横のつ 

ながりをしっかりと持たせる役割が不足しているように感じています。 

    〇部会の回数に制限がある等の限界がある中で、活発な活動が行われていると思 

います。また、取り上げることのできない課題をどうするか議論する場が必要だと 

思います。 

   ⇒運営会議において、各部会長同士で取組み内容について確認・調整を行います。 

 

（３）相談支援事業の評価について 
    

〇それぞれで頑張って頂いていると感じました。これからも各地域の相談に対して、 

真摯に向き合って頂きますように。 

   〇対応実績に差があるのは単純に地域性の違いによるもの？ 

（地区間で 1,000件以上の差がある） 

    〇評価結果の共有とのことですが、取り組み実績と評価が市による評価なのか、自 

己評価なのか分かりませんでした。また、記載内容についてバラツキがあり統一 

した項目での評価になっていない印象を受けます。今後、御検討下さい。 

    ⇒対応実績の差については、地域性が関係しているかは判断できませんが、カウン 

ト方法について改めて、事業所に周知します。 

取組実績については、相談支援事業所の自己評価となっています。 評価につ

いては、改善意識の向上や市全体の相談支援の充実及び質の向上を目的に事

務局で記入しました。 

 

（４）その他 
〇全体的に活性化できる仕組み作りができるといいと思っています。 


